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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2024年５月９日に公表した 2025年３月期通期業績

予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 2025年３月期通期業績予想数値の修正(2024年４月１日～2025年３月 31日) 

 

 

売上収益 EBITDA 営業利益 税引前利益 

親会社の

所有者に

帰属する

当期利益 

基本的 1

株当たり

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想

(A) 
27,500 7,700 6,300 6,300 4,300 41.90 

今回修正予想

(B) 
25,000 7,000 5,600 5,600 3,820 37.62 

増減額 

(B - A) 
△2,500 △700 △700 △700 △480 - 

増減率 (%) △9.1 △9.1 △11.1 △11.1 △11.2 - 

(参考)  

前期実績 

2024年３月期 

23,249 6,781 5,394 5,430 3,800 36.53 

 

 

 

 



2. 修正の理由 

通期業績につきましては、前年比増収増益は維持予定であるものの、当初計画を下回る見

込みであります。セグメント別の内訳としては、Vertical HR 10,400 百万円(当初計画 

11,000百万円)、Living Tech 6,000百万円(同 6,000百万円)、Life Service 8,600百万円

(同 10,400百万円)となる見通しです。主な要因は以下の通りです。 

 

・売上収益に関して 

Vertical HR：製造領域特化型 HR事業「タイズ」と運送領域特化型 HR事業の「オーサムエ

ージェント」は好調である一方で、その他の領域の HR事業は組織立ち上げや投資の遅れな

どにより、当初計画から下方修正しています。 

 

Living Tech：物価上昇等の影響に伴うリフォーム需要の減退が見られる一方で、節約需要

の高まりによる光熱費の切替需要の増加によってエネルギー領域は好調さを維持している

ことや、当期実施した保険領域や不用品買取領域の M&A の貢献が見込まれることで、当初

計画を達成見込みであります。 

 

Life Service：非注力事業における顧客予算の縮小や、旅行領域における円安進展に伴う

海外渡航需要の回復鈍化などにより、当初計画から下方修正しています。 

 

・利益面に関して 

上述の背景に伴う利益減少や、非注力事業における資産除却等といった一過性費用の発

生を見込み、当初計画から下方修正しています。 

 

 なお、現在、翌期以降の業績予想及び事業計画を策定中であり、2025年５月 13日に予定

している 2025年３月期の通期決算発表では、当該計画及び現在進行中の第２次中期経営計

画の目標数値（売上収益 350億円超、EBITDA 100億円超）を踏まえて、2026年３月期の通

期業績予想値を公表予定です。 

 

※上記の予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後発生する様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


